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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
あ
い
あ
い
』

☎
２
・
１
２
５
５

　

あ
い
あ
い
通
信
で
紹
介
し
て
い
る

事
業
は
、「
サ
ロ
マ
ゲ
ン
キ
マ
イ
レ
ー

ジ
」の
対
象
で
す
。
当
該
事
業
に
参

加
さ
れ
る
方
は
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

子
育
て
に
関
す
る
事
業
は
、
健
康

カ
レ
ン
ダ
ー
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
佐
呂
間
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
節
分
お
楽
し
み
会

▽
日
程
：
０
・
１
歳
児
：
２
月
１
日（
月
）

　
　
　
　

２
歳
児
〜　

：
２
月
２
日（
火
）

　
「
鬼
は
〜
そ
と
！
福
は
〜
う
ち
！
」と
、

「
節
分
お
楽
し
み
会
」を
そ
れ
ぞ
れ
年
齢
別

に
行
い
ま
す
。
鬼
の
お
面
作
り
や
ゲ
ー
ム

を
し
ま
す
。
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

☆
赤
ち
ゃ
ん
相
談

▽
日
程
：
２
月
４
日（
木
）10
時
〜
11
時
半

　

保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
が
来
所
し

ま
す
。
お
母
さ
ん
自
身
の
産
前
産
後
の
体

調
や
お
っ
ぱ
い
の
ケ
ア
、
子
ど
も
の
食
事

に
関
し
て
等
の
育
児
全
般
の
相
談
に
応
じ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

身
長
・
体
重
の
計
測
も
で
き
ま
す
の
で
母

子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
支
援
セ
ン

タ
ー
は
自
由
開
放
日
で
す
。
計
測
・
相
談

の
な
い
方
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

☆
お
話
あ
い
あ
い

▽
日
程
：
２
月
10
日（
水
）10
時
半
〜
11
時
半

▽
申
込
期
限
：
２
月
８
日（
月
）ま
で

　

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル『
じ
ゃ
ん
け
ん

ぽ
ん
』の
真
如
智
子
さ
ん
に
お
話
を
お
聞

き
し
ま
す
。
テ
レ
ビ
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
等

の
メ
デ
ィ
ア
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
や「
読
み
聞
か
せ
」の
大
切
さ
に

つ
い
て
の
お
話
で
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加

を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に
は
、

案
内
ハ
ガ
キ
を
送
り
ま
す
。

２
月
の
事
業
紹
介

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
あ
い
あ
い
』で

は
年
齢
別
事
業
や
自
由
開
放
、
子
育
て
に

関
す
る
情
報
提
供
や
親
子
行
事
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
み
な
さ

ん
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

１
月
の
事
業
は
、
７
日（
木
）『
自
由
開

放
』か
ら
始
ま
り
ま
す
。

子
育
て
自
由
相
談
日

☆
日
程
：
１
月
14
日（
木
）10
時
〜
11
時
半

　

栄
養
士
相
談
日
で
す
。
お
子
さ
ん
の
離

乳
食
や
食
事
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
身
長
・
体
重
の
計
測
も
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

支
援
セ
ン
タ
ー
は
自
由
開
放
日
で
す
。

相
談
の
な
い
方
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。あ

い
あ
い
ら
ん
ど

☆
日
程
：
１
月
20
日（
水
）10
時
半
〜
11
時
半

☆
場
所
：
佐
呂
間
町
営
ス
キ
ー
場

☆
申
込
期
限
：
１
月
12
日（
火
）ま
で

　

今
年
度
最
後
の「
あ
い
あ
い
ら
ん
ど
」は

町
営
ス
キ
ー
場
で『
雪
中
運
動
会
』を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
つ
い
つ
い
家
の
中
で
過

ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
寒
さ
に
負
け
ず
、
親
子
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

　

案
内
ハ
ガ
キ
の
送
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

参
加
さ
れ
る
方
は
、
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

　

ル
ス
の
感
染
状
況

　

に
よ
り
、
中
止
と

　

な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

【自由開放日のようす】
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◆令和２年交通事故発生状況（11月30日現在）
　発生　２件（－３件）　死亡　０人（±０人）
　傷者　３人（－２人）　（　）内は前年同月比
　発生件数は人身事故の件数
◆交通死亡事故ゼロ運動（12月18日現在）1075日

令和２年度交通安全標語入選作品

手をつなぎ　小さな命　守ろうよ
林
はやし
　奏
かれん
恋（佐呂間小学校６年生）

※学年は令和元年度時点

冬道運転 心構え
「ゆるやか」「ゆっくり」操作を心がけましょう !!

の

ＭＴ車の場合は２速で、ＡＴ
車の場合はクリープ現象を利
用してじわりと発進し、タイ
ヤが空回りしないよう、慎重
な加速を心がけましょう。タ
イヤが空回りした時に焦って
アクセルを踏んでしまうのは
逆効果です。信号待ちで後続
車がいても焦らずにゆっくり
と発進しましょう。

フットブレーキだけを使って
いるとタイヤがロックされて
しまい、ブレーキが効かなく
なる可能性があります。下り
坂になったらエンジンブレー
キを併用し、フットブレーキ
だけに頼らない減速を心がけ
ましょう。ただし、強いエン
ジンブレーキはかえってスピ
ンの原因になります。オー
バードライブ機能などでゆる
やかにエンジンブレーキをか
けましょう。

カーブに差し掛かる前に十分
に減速しておきましょう。ブ
レーキをかけながらカーブを
曲がると、タイヤが急にロッ
クされてハンドル操作が効
かなくなることがあります。
カーブはもちろん直線でも、
摩擦力が弱い雪道でブレーキ
を使うと、タイヤが通常より
も早くロックしやすくなるこ
とを常に意識してください。

　積雪・凍結した冬道で通常感覚の運転は禁物です。頭の中も冬道モードに切り替えましょう。積雪路や凍結
路での急なアクセル・ブレーキの操作は、スピンなどを引き起こし大変危険です。動き始めも加速・減速も「ゆ
るやか」「ゆっくり」をキーワードに慎重な操作を心がけましょう。そして、普段より車間距離をあけて、余裕
を持った運転を心がけましょう。

できていますか？

発進する時は？ カーブでは？ 下り坂では？


